
作成日 2021年6月22日 

安全データシート 

１．化学品及び会社情報 

製品名 防錆潤滑剤 

会社名 株式会社MonotaRO 

所在地 〒660-0876 兵庫県尼崎市竹谷町2-183 リベル3階 

担当者名 商品お問合せ窓口 

電話番号 0120-443-509 

FAX番号 0120-289-888 

緊急連絡電話番号 所在地と同じ 

整理番号 M210927 

２．危険有害性の要約 

化学品のGHS分類 

物理化学的危険性 エアゾール 区分1 

健康に対する有害性 皮膚腐食性／刺激性 区分2 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 区分2A 

生殖細胞変異原性 区分2 

発がん性 区分1A 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 区分2（肺） 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 区分3（麻酔作用 気道刺激性） 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 区分1（肺 皮膚） 

上記で記載がない危険有害性は、区分に該当しない（分類対象外）か分類できない。 

GHSラベル要素 

絵表示またはシンボル 

注意喚起語 危険 

危険有害性情報 極めて可燃性の高いエアゾール 

高圧容器：熱すると破裂のおそれ 

皮膚及び眼刺激 

遺伝性疾患のおそれの疑い 

発がんのおそれ 

肺の障害のおそれ 

呼吸器への刺激のおそれ 

眠気又はめまいのおそれ 

長期にわたる、又は反復ばく露による肺、皮膚の障害 

注意書き 

安全対策 使用前に取扱説明書を入手すること。 

すべての安全注意を読み理解するまで取扱わないこと。 

熱、高温のもの、火花、裸火及び他の着火源から遠ざけること。禁煙。 

裸火又は他の着火源に噴霧しないこと。 

使用後を含め、穴をあけたり燃したりしないこと。 

粉じん、煙、ガス、ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと。 

取扱い後はよく手を洗うこと。 

この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしないこと。 

屋外又は換気の良い場所でのみ使用すること。 

保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護面を着用すること。 

換気が不十分な場合、呼吸器保護具を着用すること。 



応急措置 吸入した場合、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

皮膚に付着した場合、多量の水と石鹸で洗うこと。 

皮膚刺激が生じた場合、医師の診察、手当てを受けること。 

眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用し

ていて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

眼の刺激が続く場合、医師の診察、手当てを受けること。 

ばく露又はその懸念がある場合、医師の診察、手当てを受けること。 

気分が悪い時は、医師に連絡すること。 

汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯すること。 

保管 容器を密閉して換気の良い場所で保管すること。 

施錠して保管すること。 

日光から遮断し、50℃以上の温度にばく露しないこと。 

 廃棄 内容物、容器を国際、国、都道府県又は市町村の規制に従って廃棄すること。 

 
３．組成及び成分情報 

  

化学物質・混合物の区別 混合物 

化学名又は一般名 化学物質名 
官報公示整理番号 

CAS No. 
濃度又は 

濃度範囲 化審法 安衛法 

 ケロシン（灯油） － － 8008-20-6 35～45% 

 ミネラルオイル（鉱油） － － 8042-47-5 8～15% 

 石油スルホン酸カルシウム塩 (9)-1732 既存 61789-86-4 1～3% 

 ニュートラル潤滑油用基油 － － 8002-05-9 12～18% 

 ジノニルナフタレンスルホン

酸バリウム 

(4)-474, 

(4)-475 

既存 25619-56-1 2～5% 

 プロパン 
(2)-3 既存 

74-98-6 7.5～10.

5% 

 ブタン 
(2)-4 既存 

106-97-8 17.5～2

4.5% 

  
４．応急措置 

  

吸入した場合 気分が悪い時は、医師に連絡すること。 

吸入した場合、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

ばく露又はその懸念がある場合、医師の手当て、診察を受けること。 

皮膚に付着した場合 皮膚に付着した場合、多量の水と石鹸で洗うこと。 

汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯すること。 

皮膚刺激が生じた場合、医師の診察、手当てを受けること。 

ばく露又はその懸念がある場合、医師の手当て、診察を受けること。 

眼に入った場合 眼に入った場合、水で数分間注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用し

ていて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

眼の刺激が続く場合、医師の診察、手当てを受けること。 

ばく露又はその懸念がある場合、医師の手当て、診察を受けること。 

飲み込んだ場合 口をすすぐこと。 

飲み込んだ場合、気分が悪いときは、医師に連絡すること。 

無理に吐かせないこと。 

ばく露又はその懸念がある場合、医師の手当て、診察を受けること。 

 
５．火災時の措置 

  

適切な消火剤 粉末消火薬剤、泡消火薬剤、二酸化炭素。 

使ってはならない消火剤 棒状水、水噴霧。 



火災時特有の危険有害性 当該製品は分子中にＳ（硫黄）を含有しているため、火災時に刺激性もしくは有毒

なヒューム（またはガス）を放出する。 

当該製品は分子中にＳ（硫黄）を含有しているため、燃焼ガスには、一酸化炭素な

どの他、硫黄酸化物系のガスなどの有毒ガスが含まれるので、消火作業の際には、

煙を吸入しないように注意する。 

熱、火花および火炎で容易に発火するおそれがある。 

加熱により容器が爆発するおそれがある。 

蒸気は空気と爆発性混合気を形成する。 

特有の消火方法 消火作業は、風上から行う。 

周辺火災の場合に移動可能な容器は、速やかに安全な場所に移す。 

火災発生場所の周辺に関係者以外の立入りを禁止する。 

関係者以外は安全な場所に退去させる。 

消火活動を行う者の特別な保護具

及び予防措置 

空気式呼吸器（ＳＣＢＡ）、眼や皮膚を保護する耐熱性の完全防護服を着用する。 

 
６．漏出時の措置 

  

人体に対する注意事項、保護具及

び緊急時措置 

作業には、必ず保護具（手袋・眼鏡・マスクなど）を着用する。 

多量の場合、人を安全な場所に退避させる。 

必要に応じた換気を確保する。 

環境に対する注意事項 漏出物を河川や下水に直接流してはいけない。 

封じ込め及び浄化の方法及び機材 漏出物を吸着剤（土、砂、ウエスなど）で吸着させ取り除いた後、残りをウエス、

雑巾などでよく拭き取る。 

二次災害の防止策 付近の着火源となるものを速やかに除くとともに消火剤を準備する。 

床に漏れた状態で放置すると、滑り易くスリップ事故の原因となるため注意する。 

漏出物の上をむやみに歩かない。 

火花を発生しない安全な用具を使用する。 

 
７．取扱い及び保管上の注意 

  

取扱い  

技術的対策 『８．ばく露防止及び保護措置』に記載の設備対策を行い、保護具を着用する。 

安全取扱い注意事項 使用前に取扱説明書を入手すること。 

すべての安全注意を読み理解するまで取扱わないこと。 

この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしないこと。 

取扱い後はよく手を洗うこと。 

屋外又は換気の良い場所でのみ使用すること。 

保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護面を着用すること。 

粉じん、煙、ガス、ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと。 

内容物を直接吸入しないこと。多量に吸入すると窒息する危険性がある。 

熱、火花、裸火、高温のもののような着火源から遠ざけること。禁煙。 

裸火又は他の着火源に噴霧しないこと。 

使用後を含め、穴をあけたり燃したりしないこと。 

容器を接地すること。アースを取ること。 

火花を発生させない工具を使用すること。 

静電気放電に対する予防措置を講ずること。 

火気厳禁 

接触回避 『１０．安定性及び反応性』を参照。 

衛生対策 取扱い後はよく手を洗うこと。 

保管  



安全な保管条件 容器を密閉して換気の良い涼しい場所で保管すること。 

日光から遮断し、50℃以上の温度にばく露しないこと。 

施錠して保管すること。 

無機酸、塩素化合物、強酸化剤などから離して保管すること。 

火気厳禁 

保管場所は壁、柱、床を耐火構造とし、かつ、はりを不燃材料で作ること。 

保管場所は屋根を不燃材料で作るとともに、金属板その他の軽量な不燃材料でふ

き、かつ天井を設けないこと。 

保管場所の床は、床面に水が浸入し、又は浸透しない構造とすること。 

保管場所の床は、危険物が浸透しない構造とするとともに、適当な傾斜をつけ、か

つ、適当なためますを設けること。 

保管場所には危険物を貯蔵し又は取り扱うために必要な採光、照明及び換気の設備

を設ける。 

安全な容器包装材料 消防法及び国連輸送法規で規定されている容器を使用する。 

 
８．ばく露防止及び保護措置 

  

許容濃度等  

 
化学物質名 管理濃度 

許容濃度（ばく露限界値） 

日本産業衛生学会 

2020年版 

ACGIH 

2020年版 

 ケロシン（灯油） 未設定 未設定 TWA 200 mg/m3 (P), STEL - (as

 total hydrocarbon vapor) (Sk

in) 

 ミネラルオイル

（鉱油） 

未設定 （鉱油ミスト） 

3mg/m3 

(Mineral oil, excluding metal 

working fluids ) 

Pure, highly and severely ref

ined: 

TWA 5mg/m3(I),  STEL – 
Poorly and mildly refined:TWA

 -(L),  STEL - 

 石油スルホン酸

カルシウム塩 

未設定 未設定 未設定 

 ニュートラル潤

滑油用基油 

未設定 （鉱油ミスト） 

3mg/m3 

(Mineral oil, excluding metal 

working fluids ) 

Pure, highly and severely ref

ined: 

TWA 5mg/m3(I),  STEL – 
Poorly and mildly refined:TWA

 -(L),  STEL - 

 ジノニルナフタ

レンスルホン酸

バリウム 

未設定 未設定 未設定 

 ブタン 未設定 500ppm(1200mg/m

3) 

TWA -, STEL 1000 ppm (EX) 

 プロパン 未設定 未設定 TWA See Appendix F: Minimal O

xygen Content (D, EX), STEL S

ee Appendix F: Minimal Oxygen

 Content (D, EX) 

  

設備対策 蒸気またはヒュームやミストが発生する場合は、局所排気装置を設置する。 

密閉する設備又は局所排気装置を設置する。 

取扱い場所の近くに、洗眼及び身体洗浄のための設備を設置する。 

機器類は防爆構造とし、設備は静電気対策を実施する。 

保護具  

呼吸用保護具 換気が不十分な場合、呼吸器保護具を着用すること。 

手の保護具 保護手袋を着用すること。 

眼、顔面の保護具 保護眼鏡、保護面を着用すること。 

皮膚及び身体の保護具 不浸透性の保護衣を着用すること。 

帯電防止性の保護衣を着用すること。 



 
９．物理的及び化学的性質 

  

物理状態 エアゾール 

色 黄色（液体成分） 

臭い 特異臭 

融点／凝固点 -187.68℃（噴射ガス) 

沸点又は初留点及び沸騰範囲 ＞110℃（液体成分）、-42.04℃（噴射ガス) 

可燃性 可燃性 

爆発下限界及び爆発上限界／可燃

限界 

下限 0.7 vol%（ケロシン）、1.8vol%（噴射ガス) 

上限 5.0 vol%（ケロシン）、9.5vol%（噴射ガス) 

引火点 131℃(クリーブランド開放式) 

自然発火点 ＞210℃（液体成分）、＞365℃（噴射ガス) 

分解温度 データなし 

pH データなし 

動粘性率 データなし 

溶解度 非水溶性 

n-オクタノール／水分配係数 データなし 

蒸気圧 0.75kPa（20℃）（噴射ガス) 

密度及び／又は相対密度 0.800-0.860（15℃）（液体成分）、0.502-0.542（20℃）（噴射ガス) 

相対ガス密度 データなし 

粒子特性 データなし 

 
１０．安定性及び反応性 

  

反応性 データなし。 

化学的安定性 通常の取扱い条件において安定である。 

危険有害反応可能性 攪拌や流動により、静電気を発生することがある。 

熱、火花および火炎で容易に発火するおそれがある。 

プロパンは、二酸化塩素と混合すると爆発するおそれがある。 

ブタンは、ニッケルカルボニル及び酸素と混合すると爆発するおそれがある。 

避けるべき条件 熱、火花、裸火、高温のものなどの着火源。 

静電気、静電気火花。 

混触危険物質 無機酸、塩素化合物、酸化剤（硝酸塩、塩素酸塩、過酸化物、過塩素酸塩など）、

アルミニウム、アルカリ。 

危険有害な分解生成物 燃焼により、一酸化炭素、二酸化炭素、硫黄酸化物などを発生する。 

 
１１．有害性情報 

  

急性毒性  

経口 区分に該当しない:ケロシン（灯油）(出典:NITE), ニュートラル潤滑油用基油(出

典:NITE)  

データ不足のため分類できない。 

経皮 区分に該当しない:ケロシン（灯油）(出典:NITE), ニュートラル潤滑油用基油(出

典:NITE) 

データ不足のため分類できない。 

吸入(気体) データ不足のため分類できない。 

吸入(蒸気) データ不足のため分類できない。 

吸入(粉じん、ミスト) 区分4:ニュートラル潤滑油用基油(毒性値=2.18mg/l 出典:NITE) 

区分に該当しない:ケロシン（灯油）(出典:NITE) 

データ不足のため分類できない。 

皮膚腐食性／刺激性 区分2:ケロシン（灯油）(出典:NITE) 

区分3:ニュートラル潤滑油用基油(出典:NITE) 

区分2の成分合計が濃度限界(10%)以上のため、区分2に該当。 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激

性 

区分2B:ニュートラル潤滑油用基油(出典:NITE) 

区分に該当しない:ケロシン（灯油）(出典:NITE) 

区分2の成分合計が濃度限界(10%)以上のため、区分2Aに該当。 

スプレーの物理的な力による眼損傷の可能性については評価していないが、眼損傷

のおそれがあるため注意すること。 



呼吸器感作性 データ不足のため分類できない。 

皮膚感作性 区分に該当しない:ニュートラル潤滑油用基油(出典:NITE) 

データ不足のため分類できない。 

生殖細胞変異原性 区分2:ニュートラル潤滑油用基油(出典:NITE) 

区分に該当しない:ケロシン（灯油）(出典:NITE) 

ニュートラル潤滑油用基油≧1%のため、区分2に該当。 

発がん性 区分1A:ニュートラル潤滑油用基油(出典:NITE) 

区分2:ケロシン（灯油）(出典:NITE) 

ニュートラル潤滑油用基油≧0.1%のため、区分1Aに該当。 

生殖毒性 データ不足のため分類できない。 

生殖毒性・授乳影響 データ不足のため分類できない。 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 区分2:ニュートラル潤滑油用基油(臓器=肺 出典:NITE) 

区分3:ケロシン（灯油）(臓器=麻酔作用、気道刺激性 出典:NITE) 

ニュートラル潤滑油用基油≧10%のため、区分2(肺)に該当。 

区分3(麻酔作用)の成分合計が濃度限界(20%)以上のため、区分3(麻酔作用)に該当。 

区分3(気道刺激性)の成分合計が濃度限界(20%)以上のため、区分3(気道刺激性)に

該当。 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 区分1:ニュートラル潤滑油用基油(臓器=肺、皮膚 出典:NITE) 

ニュートラル潤滑油用基油≧10%のため、区分1(肺, 皮膚)に該当。 

誤えん有害性 区分1:ケロシン（灯油）(出典:NITE), ニュートラル潤滑油用基油(出典:NITE) 

データ不足のため分類できない。 

 
１２．環境影響情報 

  

生態体毒性  

水生環境有害性 短期（急性） データ不足のため分類できない。 

水生環境有害性 長期（慢性） データ不足のため分類できない。 

残留性・分解性 データなし 

生体蓄積性 データなし 

土壌中の移動性 データなし 

オゾン層への有害性 データ不足のため分類できない。 

 
１３．廃棄上の注意 

  

残余廃棄物 廃棄の前に、可能な限り無害化、安定化及び中和などの処理を行って危険有害性の

レベルを低い状態にする。 

内容物／容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託するこ

と。 

汚染容器及び包装 廃棄の前に、可能な限り無害化、安定化及び中和などの処理を行って危険有害性の

レベルを低い状態にする。 

内容物／容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託するこ

と。 

 
１４．輸送上の注意 

  

国際規制  

国連番号 1950 

品名 AEROSOLS 

国連分類（クラス） 2.1 

容器等級 － 

海洋汚染物質 非該当 

MARPOL73/78付属書II及びIBC

コードによるばら積み輸送さ

れる液体物質 

非該当 

国内規制  

陸上規制情報 消防法の規定に従う。 

海上規制情報 船舶安全法の規定に従う。 

航空規制情報 航空法の規定に従う。 



輸送又は輸送手段に関する特別の

安全対策 

移送時にイエローカードを携行する。 

食品や飼料と一緒に輸送してはならない。 

輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのないように積み込み、

荷崩れの防止を確実に行う。 

重量物を上積みしない。 

緊急時応急措置指針番号 126＋128 

 
１５．適用法令 

  

消防法 第四類 引火性液体 第三石油類非水溶性液体（法第２条第７項別表第１第４類の

項第４号備考第１４号） 

毒物及び劇物取締法 非該当 

化学物質排出把握管理促進法 非該当 

労働安全衛生法 該当 

名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７条第１項、施行令第１８条第１

号、第２号別表第９）（灯油、ブタン、鉱油） 

名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２、施行令第１８条の２第

１号、第２号別表第９）（灯油、ブタン、鉱油） 

危険物・引火性の物（施行令別表第１第４号） 

危険物・可燃性のガス（施行令別表第１第５号） 

船舶安全法 高圧ガス（危規則第３条危険物告示別表第１） 

航空法 高圧ガス（施行規則第１９４条危険物告示別表第１） 

労働基準法 がん原性化学物質（法第７５条第２項、施行規則第３５条別表第１の２第７号）

（すす、鉱物油、タール、ピッチ、アスファルト又はパラフィン） 

 
１６．その他の情報 

  

連絡先 株式会社MonotaRO 

引用文献 NITE GHS分類公表データ 

製造元メーカー提供資料 

  

記載内容は、一般に入手可能な情報及び自社情報に基づいて作成しておりますが、現時点における化学又は技術に関する全て

の情報が検討されているわけではありませんので、いかなる保証をなすものではありません。なお、新しい知見及び試験等に

より改正される事があります。また、注意事項は、通常の取り扱いを対象としたものです。全ての化学製品には、未知の有害性

があり得るため、取扱いには細心の注意が必要です。ご使用者各位の責任において、安全な使用条件を設定下さるようお願い

申し上げます。 

 

 


